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Ⅴ アウトカム項目

グループホームは、小田急線相模大野または東林間駅から、徒歩１０分程の場所に
あります。東南に流れる深堀川沿いに建てられた４階建ての２～４階に３ユニット
設置し、開設から１０年が経過したホームで、周辺は住宅主体の地域です。交通量
が比較的ある道路を挟んで同じ法人運営の特別養護老人ホームおよびデイサービス
センターがあります。
＜優れている点＞
理念の具体的実践にあたって、各ユニットの利用者の状態をきめこまかく配慮した
介護を行うため、食事、入浴、外出、行事、広報などに各ユニットの自主性を尊重
した運営を行っています。医療機関の受診への付添、行事への参加、面会、入居前
からの家族との関係の継続、家族への新聞発行等により家族と積極的にコミュニ
ケーションを行っているため、家族との連携・協力が随所に見られます。その結
果、利用者・家族の満足度が非常に高く感謝のコメントも数多く出ています。
＜工夫点＞
拘束・虐待防止委員がアンケートを実施しています。利用者に対し、不適切又は少
し気になった言葉遣いや表現等があった場合に無記名で記入しています。その結果
をユニット会議で話し合い、利用者への対応方法を検討・改善する仕組みを作って
います。また、法定避難訓練の他、各ユニットで自主的に月１回様々なケース想定
の避難訓練を継続的に実施し、非常用品、備蓄もすぐ使用できるよう整備していま
す。

高齢になってグループホームで生活することは想像以上に大変なことだと思います。
その不安の中で私たちがどれだけ安心感を与えられるかが問われるところです。その
人の思いや行動を受けとめ穏やかな生活を提供できるよう「止めない介護」をスロー
ガンにして日々奮闘しております。ご家族との信頼関係を築きながら共に支援をして
いけたらと思っています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

評  価  機  関
評 価 決 定 日

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

56 ～ 68

）

平成25年度
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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成15年5月1日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホーム　幸園

すみれ

 事業所名

 ユニット名
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グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

その人らしく穏やかに生活できる環境
づくり。そのために「止めない介護」
をﾎｰﾑの理念としています。本人の思い
や行動を止められることは混乱や不安
を増大させてしまうと考え、できる限
りとめない対応で入居者の安心、安全
に努めています。

「止めない介護」→「ひとりひとりの
今を活かし共に暮らす」の理念の下、
「支えあうなでしこ」など各ユニット
でモットーも考えて実践につなげてい
ます。法人理念は毎年の事業計画の冒
頭に記し確認と周知をはかっていま
す。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

開かれたホームをめざしてボランテァ
の導入に努めております。日々の買い
物で顔なじみになり、声をかけていた
だいたり、保育園児との交流を実施し
たり、自治会の文化祭に入居者の作品
を出品したりしております。

歌、傾聴、絵手紙のボランティアが月
１回来ています。近隣にできた保育園
と納涼祭・クリスマスなどの行事に訪
問したり、弁当をつくって遊びに来る
など相互交流が盛んです。自治会とは
避難訓練参加など緊密な関係づくりが
すすんでいます。

近隣の小・中学校との交流に
ついても、何が可能か隣接デ
イサービスセンターと共に検
討されることも期待されま
す。

事業所として外部に向けての特別な活
動は行っていませんが、見学の方から
の相談に応じております。また、研修
生受け入れのさいは、少人数の受け入
れを心がけ入居者の混乱がないように
しています。

入居状況、事故報告、評価報告等、さ
まざまな報告を行い、実態を理解して
いただいております。その際、委員の
方から意見、情報を頂きながら改善、
向上に努めております。

会議は年４回開催しています。各ユ
ニット家族代表、自治会長、民生委
員、保健師などのメンバーが参加し、
定例報告の他、運営についての自由な
意見交換や情報交換の場となっていま
す。

グループホーム部会において直面して
いる課題や要望をアンケートにしてま
とめ、市に働きかけを行っておりま
す。

市とは介護保険関係の情報交換を行っ
ています。グループホーム連絡会・部
会などで事例研究、職場見学など、市
の指導のもと、運営・サービス向上の
ための交流を行っています。

株式会社フィールズ



グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

言葉の拘束と合わせて言葉かけによる
虐待はないのか、訴えに対してしっか
り対応できているか、無理に食事をす
すめていないか等職員間で意識しミー
テイングで話し合っています。

拘束委員会を設けており定期的に、問
題提起、確認、振り返りを行い拘束に
ついての認識を職員が持っています。
玄関の施錠はせず、一緒に外にでて気
持ちが落ち着くようにしたり言葉の拘
束についても常に話し合っておりま
す。

３ヶ月ごとに身体拘束委員会を開催し
て事例を話し合っています。同法人内
の特別養護老人ホームがモデル事業所
であるため、職員が研修に参加してい
ます。研修の内容を委員会に持ち帰
り、拘束をしないケアの実践・周知を
図っています。

面会時のコミュニケーションを大切に
し、要望や意見等話しやすい雰囲気を
作っています。又家族会、行事後のお
茶会のときに、家族交流を行いその中
で不満等ないか聞き出すようにしてい
ます。

家族会・食事会で意見を聞いていま
す。また敬老会、クリスマス会などの
行事参加の際も意見を出してもらって
いますが、面会来訪時でのコミュニ
ケーションを最も大事にしています。

地域包括センターからの情報をもとに
成年後見制度の研修に参加しました。
現在必要とする方はおりませんが、包
括支援センターと連携して支援をして
いきます。

見学時から料金の説明、受診につい
て、ケアー方針、生活上のリスクにつ
いてなど、細かい説明を行い納得して
いただくようにしています。解約にい
たる心身状態が発生した場合は、その
後の受け入れ先を納得していただくよ
う努めています。

株式会社フィールズ



グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

市高齢協主催、居宅事業所主催、認知
症疾患医療センター主催等多くの研修
に新人、現任職員が参加して研鑽して
おります。それらが、日々の介護に活
かされる様努めております。

代表者が直接ユニットに出向くことは
少ないのが現状ですが、職員からの意
見等は管理者が対応し、代表者に報告
を行っています。

月１回の各ユニットの定例会議には管
理者が必ず出席して、運営上の意見も
聞いています。管理者自らユニットを
担当しているため、実情の把握もよく
行える状況にあります。法人責任者会
議においても職員の意見を伝え、反映
させています。

職員の資格取得を促し、ステップアッ
プできる環境づくりを心がけておりま
す。また、健康診断は年２回実施され
ており心身の健康に配慮し、職員との
コミュニケーションを図っています。

ご家族、ケアマネージャー、通所職員
等から普段の心身状態を収集し本人に
安心感を持っていただけるようアット
ﾎｰﾑ作りをしています。

市内にグループホーム部会、連絡会が
あり事例検討や情報交換、施設相互訪
問等を実施しております。他施設の良
いところ、又自施設の良い点を確認し
合い日々向上を目指しております。

株式会社フィールズ



グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

在宅で生活できなくなった状態を詳し
く拝聴し、ご家族としてどのような心
情でｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑへの入居を決意されたの
かを理解しようと努めます。その上で
当ﾎｰﾑでできること、要望等を具体的に
はなし理解を頂いております。

サービス開始時は特に馴染んで生活で
きるかが心配なことと捉え、家族や友
人の面会を多くお願いしたり、一緒の
外出をしたりしてここは安心して過ご
せる場所であることを感じていただけ
るよう努めております。

本人の出来ることを把握し、一緒に行
いながら今までの生活の様子を聞いた
り、他の入居の方との共通点見つけ出
し仲良くなっていただくなど、職員、
入居者がともに生活していく仲間であ
ることをわかっていただけることを目
指しています。

面会時に近況報告をし、ご家族からの
協力を頂きながら共に入居の方を支え
ていきたいと考えております。ご家族
と散歩に出かけたり、外食に出たりさ
れる光景が良くあります。

これまで通っていた美容院へ行かれた
り、以前のサークル仲間が訪園して
歌ってくれ楽しい時間を満喫されてい
ます。その交流が長く続くよう来園者
にも気持ちよく過ごせる雰囲気作りを
行っています。

昔からのコーラス仲間が訪ねてきて、
一緒に歌を歌って楽しんだり、友人に
年賀状を書いたり、礼状を出したり、
以前からの関係を継続できるよう支援
しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

隣接する特別養護老人ホームへ入所さ
れたり、入院のため退所された方への
面会を行っています。退所されたご家
族からもその後の様子など報告を頂く
こともあります。

話せる相手など入居者が自分で判断し
て自然に一緒にいることが多いです。
他の方の動きを良く見ていて声をかけ
たりトイレを教えてあげたり、食べこ
ぼしを拾ってあげたりする光景が良く
見られます。

１人での生活で不安が多かったかたは
ここで仲間と美味しいご飯が食べられ
て良かったと毎回いわれます。また、
家族のことが心配だと訴える方には、
電話をかけて家族の声を聴いて安心し
ていただくようにしています。

一人ひとりの様子や態度から、希望す
る事や要望の把握に努めています。
「止めない介護」の理念に基づき、外
出したい人には一緒に付き添ったり、
家族のことが気にかかる利用者には電
話をして安心してもらえる様に支援し
ています。

入居前の事前調査で生活歴を記入して
いただきますが、入居後も本人の話と
照らし合わせながら家族からの情報を
頂いています。家族が話したがらない
様子の場合はそれ以上の介入はしない
よう心がけています。

昼寝をしたり、ベランダに出て歩いた
り、好きなテレビを見たりすることが
日々の中でわかってくるので本人のこ
だわりは大切にしております。その中
でもできることを把握し無理のない様
手伝っていただく事も多くあります。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

本人やご家族には日々の中で、又、面
会時に要望を聞き原則三ヶ月ごとの見
直しを行っています。ただし状態の変
化に伴いその限りではありません。職
員全員参加のもとカンファレンスを行
い介護計画を作成しご家族の了解を得
ております。

月１回のユニット会議のなかで、ケー
ス会議をユニット職員全員で行ってい
ます。課題やモニタリングの結果を基
にケアプランを作成しています。ケア
プランは毎日の記録に挟んでおき、実
施できた内容を記録しています。

生活状況表を用い個々の行動、食事、
水分量、排泄、入浴の実施、訴えた内
容、ケアプランに沿った介護の実践の
有無を記録して職員、又はご家族が共
有できるようになっています。

本人、ご家族の状況に応じて往診診
療、往診歯科等の紹介を行いご家族の
負担軽減を支援しています。

毎月、地域のボランテアの方が来園し
趣味活動を行っています。また、自治
会の文化祭に作品を展示したり、保育
園児との交流を行い入居者の笑顔を見
ることができます。

入居前のかかりつけ医を継続していた
だいております。状態変化がある場合
には、連絡表で報告し、対応の指示を
頂いております。受診が困難になった
場合には往診診療を勧めています。

原則入居前からのかかりつけ医を継続
し、家族に付き添ってもらい受診して
います。受診の際には、連絡票にホー
ムでの状態を記入し、家族に渡し情報
を提供しています。医師からの指示を
もらうこともあります。通院が困難に
なった場合は往診医を紹介していま
す。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

職場内に看護師はおりませんが、日常
で身体変化が発生した場合には身体状
況表に記録し受診時に医師に伝えてお
ります。

入院の際は必ず面会を行い状態把握に
努めております。ご家族との連絡も大
切にし、退院後の過ごし方を話し合っ
ています。

火災、地震を想定してユニット内で月
１回をめどに入居者と共に避難訓練を
行っています。また、消防署立会いの
もと避難、消火等の指導を頂き、他事
業所からの応援を得て実施していま
す。少量ながら食料の備蓄をしていま
す。

年２回の消防訓練の他、自主的にユ
ニットごとに色々な状況を想定した避
難訓練を行っています。各居室の前
に、利用者に合わせてあごひもを調節
したヘルメットを配備しているユニッ
トもあります。備蓄品の種類・管理も
行っています。

入所時に看取りは行っていないことを
説明し、理解をいただいています。重
度化に備え受け入れ先として法人の特
別養護老人ホームへの申し込みを促し
ておりその時期については家族、特養
相談員と早めに検討を行っています。

入居時に看取りは行っていないことを
説明しています。重度化した場合は家
族、かかりつけ医と話し合いを行い、
方針を決めています。重度化した場合
に備え、法人の運営する特別養護老人
ホームに申し込めることを話していま
す。

急変、緊急時のマニュアルがあり、ユ
ニット会議おいて手順等話し合ってお
ります。日々の生活の中で転倒、急変
は、発生しており、ほぼ全員が対応で
きております。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

認知症対応の基本であるため、日々の
介護の中で言葉かけや対応が丁寧にで
きているかなど、職員同士が気づいた
ら注意し、ユニット会議おいても常に
入居者本位の対応が出来るよう話し
合っています。

言葉遣いには気を付けています。拘
束・虐待防止委員が独自にアンケート
を行なっています。アンケートから利
用者に対して不適切または気になった
言葉、表現等ユニット会議で話しあう
ことで、対応の方法に各自が自覚を
持ってもらえるような工夫をしていま
す。

本人から電話を家族にかけたい、買い
物に行きたいなどの訴えがあったとき
は実施しています。また、聞こえが悪
い方には耳元でゆっくりと伝達し、本
人の意思表示を待ちます。

一日の流れはおおよそ決まっています
が個々の過ごし方は自由になっていま
す。職員の都合で決定しないようにし
ています。昼寝をする方もいますし
歌っている方もいます。又入浴も本人
が拒否した場合は翌日に声かけを行う
ようにしています。

自身で洋服を選択し日に何度も着替え
られる方もおりますが、自己選択でき
ない方にはご家族からの情報を得なが
ら本人の好みの服を支援しています。

入居の方の好みを把握し献立をたてま
す。毎日食料の買出しに行き果物など
選んでいただきます。入居者の体調を
見ながら片付けをしていただきます。
又、職員は同じテーブルにつき一緒に
食べています。

毎日、食材の買いものに利用者と一緒
に行っています。調理は職員が行い、
野菜刻み、食器洗い、下膳等は利用者
も一緒に手伝っています。敬老会や忘
年会等の行事には出前をとったり、年
に数回は外食に出かけて楽しんでいま
す。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

食事量、水分量は個々の状況表に都度
記録しており職員、家族が常に確認で
きています。入居者に合わせた分量を
提供し、朝食は本人の希望に沿いパン
食、ご飯食を選ぶことができます。

自分でできる方には声かけし、できな
い方には毎食後誘導しながら口腔ケア
を実施しています。入床時には義歯状
態を確認し、洗浄をおこなっていま
す。

行動、しぐさで察知して誘導したり、
時間で誘導してトイレでの排尿を促し
ています。昼間と夜間でパットの形態
を変えたり、布パンツとパットの併用
で対応したりしてトイレに行くことを
意識できる支援をしています。

全員がトイレでの排泄を行っていま
す。頻繁にトイレに行く利用者もいま
すが、行動や仕草をよく把握してトイ
レ誘導したり、時間で声掛けをしてい
ます。また、布パンツを使用してトイ
レでの習慣付けを促すような支援もし
ています、

排便チエックを行い排便情況を確認し
ています。便秘がちの方には、飲み
物、食べ物で自然排便できるよう工夫
しながら提供しています。

声かけをし断った時は無理強いせず、
時間をおいて再度誘ったり、後日にし
たりし本人の意志を優先しています。
また、介助を嫌がる方には様子を見な
がらドアのそとで観察しています。

一応入浴時間帯は決めていますが、入
浴拒否をした場合には無理強せず、時
間をおいて声掛けしたり、職員を替え
たり工夫をし柔軟に対応しています。
入浴剤をいれたり、ゆず湯、菖蒲湯等
の変化をつけ、入浴が楽しくなるよう
工夫をしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

昼間、自ら体調に合わせて休息する方
が数名おります。ほぼ全員の方が夜間
は良眠されており、眠剤の利用者はお
りません。

処方箋を近くに置き、いつでも確認で
きるようにしています。手渡しし飲み
込むまでの確認を必ず行うことを徹底
しています。高齢者の薬の基礎知識の
研修会に出席し研鑽しています。

その人にできる事を把握し、編み物、
パズル、貼り絵等の余暇活動を楽し
み、洗濯物干し、食器拭き、掃除など
の家事的な仕事も分担して行っていま
す。

「止めない介護」をスローガンとして
いますので外出希望のある方は職員同
行にて出かけるよう周知をしておりま
す。遠方への外出はできていませんが
近所への散歩、買い物などは常に行っ
ています。

毎日の買い物に一緒に出掛けたり、散
歩では本人の状態に合わせコースを決
め、毎日午後にて出掛けています。ま
た家族にも声を掛け、車で江の島水族
館、ズーラシア等の遠出もしていま
す。

現金を持つことができる方は数名で
す。自分の欲しいものを購入する方も
いますが、所持することで安心される
方もおり、家族と相談し一定額を本人
が所持しております。

株式会社フィールズ



グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

日に何回も電話することもありますが
家族の了解を得ており、本人が安心で
きるよう応答をお願いしてあります。
また、本人用に切手を用意し頻回に手
紙を書かれる方もおり投函の支援を
行っております。

できる限り施設感をなくし家庭的な雰
囲気になるよう、観葉植物や手作り品
をフロアーに置いてあります。光はま
ぶしいと言われる方がいるので明かり
過ぎないよう気をつけて調整していま
す。

リビング・ダイニング・キッチンが東
南角にあり、非常に採光がよく明るく
湿度管理も加湿器配置などで調節して
おり居心地のよい空間です。また、季
節ごとの多数コメント入り行事写真や
書道作品掲示などで楽しい空間にも
なっています。

フロアーにはソファーを置いてあり誰
でも座ることができます。食席も自由
に選べるため話が合う方は自然に一緒
にいる光景がみられます。

家具は持ち込みになっているため、入
居時に家族と相談して使い慣れた物を
居室に置くようにしています。

居室は入り口・押入れを含めて８畳以
上あり洗面台も備え付けられていま
す。室内が広く利用者はそれぞれソ
ファ、机・椅子・タンスなどの馴染み
の家具類を多く持ちこみ、その方らし
く居心地よく暮らせる居室となってい
ます。

つまずきなどが生じる可能性があるた
め、居室、フロアーの環境整備に努め
ています。

株式会社フィールズ



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　幸園

なでしこ

 事業所名

 ユニット名
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グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

入所状況、事故報告、評価報告等、さ
まざまな報告を行い、実態を理解して
いただいております。その際、委員の
方から意見、情報を頂きながら改善、
向上に努めております。

グループホーム部会において直面して
いる課題や要望をアンケートにしてま
とめ、市に働きかけを行っておりま
す。

開かれたホームをめざしてボランテァ
の導入に努めております。日々の買い
物で顔なじみになり、声をかけていた
だいたり、保育園児との交流を実施し
たり、自治会の文化祭に入居者の作品
を出品したりしております。

　

事業所として外部に向けての特別な活
動は行っていませんが、見学の方から
の相談に応じております。また、研修
生受け入れのさいは、少人数の受け入
れを心がけ入居者の混乱がないように
しています。

その人らしく穏やかに生活できる環境
づくり。そのために「止めない介護」
をﾎｰﾑの理念としています。本人の思い
や行動を止められることは混乱や不安
を増大させてしまうと考え、できる限
りとめない対応で入居者の安心、安全
に努めています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

職員は成年後見制度について学ぶ機会
が少ないのが現状ですが、包括支援セ
ンターからの情報により研修を受ける
予定になっております。

見学時から料金の説明、受診につい
て、ケアー方針、生活上のリスクにつ
いてなど、細かい説明を行い納得して
いただくようにしています。解約にい
たる身体状態が発生した場合は、その
後の受け入れ先を納得していただくよ
う努めています。

面会時のコミュニケーションを大切に
し、要望や意見等話しやすい雰囲気を
作っています。又家族会、行事後のお
茶会のときに、家族交流を行いその中
で不満等ないか聞き出すようにしてい
ます。

言葉の拘束と合わせて言葉かけによる
虐待はないのか、訴えに対してしっか
り対応できているか、無理に食事をす
すめていないか等職員間で意識しミー
テイングで話し合っています。

拘束委員会を設けており定期的に、問
題提起、確認、振り返りを行い拘束に
ついての認識を職員が持っています。
入居間もない方が頻回に玄関に向かっ
たり非常階段から出ようとするため現
在は玄関の鍵を施錠し対応していま
す。

～
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グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

ご家族、ケアマネージャー、通所職員
等から普段の心身状態を収集し本人に
安心感を持っていただけるようアット
ﾎｰﾑ作りをしています。

市内にグループホーム部会、連絡会が
あり事例検討や情報交換、施設相互訪
問等を実施しております。他施設の良
いところ、又自施設の良い点を確認し
合い日々向上を目指しております。

市高齢協主催、居宅事業所主催、認知
症疾患医療センター主催等多くの研修
に新人、現任職員が参加して研鑽して
おります。それらが、日々の介護に活
かされる様努めております。

代表者が直接ユニットに出向くことは
少ないのが現状ですが、職員からの意
見等は管理者が対応し、代表者に報告
を行っています。

職員の資格取得を促し、ステップアッ
プできる環境づくりを心がけておりま
す。また、健康診断は年２回実施され
ており心身の健康に配慮し、職員との
コミュニケーションを図っています。
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グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

通っていた美容院に行ったり、友人が
面会にこられます。

本人の出来ることを把握し、一緒に行
いながら今までの生活の様子を聞いた
り、他の入居の方との共通点見つけ出
し仲良くなっていただくなど、職員、
入居者がともに生活していく仲間であ
ることをわかっていただけることを目
指しています。

面会時に近況報告をし、ご家族からの
協力を頂きながら共に入居の方を支え
ていきたいと考えております。ご家族
と散歩、外食など入居前のような絆を
保っていけるよう支援しています。。

在宅で生活できなくなった状態を詳し
く拝聴し、ご家族としてどのような心
情でｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑへの入居を決意されたの
かを理解しようと努めます。その上で
当ﾎｰﾑでできること、要望等を具体的に
はなし理解を頂いております。

サービス開始時は特に馴染んで生活で
きるかが心配なことと捉え、家族や友
人の面会を多くお願いしたり、一緒の
外出をしたりしてここは安心して過ご
せる場所であることを感じていただけ
るよう努めております。
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グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

体力低下がみられる方には臥床時間を
設け、運動不足の方にはベランダ歩き
や近所への散歩を行っています。毎日
１回バイタル測定をし体調の変化に気
をつけています。

希望を伝えられる方からは聞き、実行
していますが、困難な場合には、観察
し職員間で検討しています。

入居前の事前調査で生活歴を記入して
いただきますが、入居後も本人の話と
照らし合わせながら家族からの情報を
頂いています。家族が話したがらない
様子の場合はそれ以上の介入はしない
よう心がけています。

隣接する特別養護老人ホームへ入所さ
れたり、入院のため退所された方への
面会を行っています。退所されたご家
族がその後、立ち寄ってくださったり
します。。

お互いの性格、認知症の程度などに
よってレクやお手伝いなど孤立しない
よう配慮しています。入居者同士は世
話をやく方、やかれる方それぞれ支え
あっています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

毎月、地域のボランテアの方が来園し
趣味活動を行っています。また、自治
会の文化祭に作品を展示したり、保育
園児との交流を行い入居者の笑顔を見
ることができます。

入居前のかかりつけ医を継続していた
だいております。状態変化がある場合
には、受診連絡表で報告し、対応の指
示を頂いております。受診が困難に
なった場合には往診診療を勧めていま
す。

生活状況表を用い個々の行動、食事、
水分量、排泄、入浴の実施、訴えた内
容、ケアプランに沿った介護の実践の
有無を記録して職員、又はご家族が共
有できるようになっています。

本人、ご家族の状況に応じて往診診
療、往診歯科等の紹介を行いご家族の
負担軽減を支援しています。

ご家族には面会時に要望を聞き原則
三ヶ月ごとの見直しを行っています。
ただし状態の変化に伴いその限りでは
ありません。担当職員が中心となり職
員全員参加のもとカンファレンスを行
い介護計画を作成しご家族の了解を得
ております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

火災、地震を想定してユニット内で月
１回をめどに入居者と共に避難訓練を
行っています。また、消防署立会いの
もと避難、消火等の指導を頂き、他事
業所からの応援を得て実施していま
す。少量ながら食料の備蓄をしていま
す。

入居時に看取りは行っていないことを
説明し、理解をいただいています。重
度化に備え受け入れ先として法人の特
別養護老人ホームへの申し込みを促し
ておりその時期については家族、特養
相談員と早めに検討を行っています。

急変、緊急時のマニュアルがあり、ユ
ニット会議おいて手順等話し合ってお
ります。日々の生活の中で転倒、急変
は、発生しており、ほぼ全員が対応で
きております。

職場内に看護師はおりませんが、日常
で身体変化が発生した場合には身体状
況表に記録し受診時に医師に伝えてお
ります。往診の場合も同じですが医師
からの情報が得られないこともありま
す。

入院の際は必ず面会を行い状態把握に
努めております。ご家族との連絡も大
切にし、退院後の過ごし方を話し合っ
ています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

入居の方の好みを把握し献立をたてま
す。毎日食料の買出しに行き果物など
選んでいただきます。入居者の体調を
見ながら片付けをしていただきます。
又、職員は同じテーブルにつき一緒に
食べています。

一日の流れはおおよそ決まっています
が個々の過ごし方は自由になっていま
す。職員の都合で決定しないようにし
ています。昼寝をする方やテレビをみ
ている方もいます。又入浴も本人が拒
否した場合は翌日に声かけを行うよう
にしています。

自身で洋服を選択し日に何度も着替え
られる方もおりますが、自己選択でき
ない方には季節に合った清潔な身だし
なみを心がけています。

認知症対応の基本であるため、日々の
介護の中で言葉かけや対応が丁寧にで
きているかなど、職員同士が気づいた
ら注意し、ユニット会議おいても常に
入居者本位の対応が出来るよう話し
合っています。

着るもの、食べ物を選んで頂いたり、
買い物に出たいなどの希望を素直の訴
えられるよう支援しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

排便チエックを行い排便情況を確認し
ています。便秘がちの方には、飲み
物、食べ物で自然排便できるよう工夫
しながら提供しています。

声かけをし断った時は無理強いせず、
時間をおいて再度誘ったり、後日にし
たりし本人の意志を優先しています。
現在１名の方の強い拒否には対応に苦
慮しております。

自分でできる方には声かけし、できな
い方には毎食後誘導しながら口腔ケア
を実施しています。入床時には義歯状
態を確認し、洗浄をおこなっていま
す。

行動、しぐさで察知して誘導したり、
時間で誘導してトイレでの排尿をうな
がしています。昼間と夜間でパットの
形態を変えたり、布パンツとパットの
併用で対応したりしてトイレに行くこ
とを意識できる支援をしています。

眠気が強く食事量が少なかった時は捕
食したり、水分が進まない時は小さな
カップに移して数回提供しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

現金を持つことができる方は数名で
す。自分の欲しいものを購入する方も
いますが、所持することで安心される
方もおり、家族と相談し一定額を本人
が所持しております。

その人にできる事を把握し、編み物、
パズル、貼り絵等の余暇活動を楽し
み、洗濯物干し、食器拭き、掃除など
の家事的な仕事も分担して行っていま
す。

「止めない介護」をスローガンとして
いますので外出希望のある方は職員同
行にて出かけるよう周知をしておりま
す。近所への散歩、買い物などは常に
行っています。家族や友人と外食や花
火大会に出かけております。

日中ベランダ歩き、散歩など活動を増
やすことによって良い睡眠がとれるよ
うにしています。時にはベットの側に
付きそうこともあります。

自分がどんな薬を服用しているか知り
たい方にはその都度説明しています。
服薬が変更になった場合にはノートに
記載し全員が把握できるようにしてい
ます。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

家具は持ち込みになっているため、入
居時に家族と相談して使い慣れた物を
居室に置くようにしています。

つまずきなどが生じる可能性があるた
め、居室、フロアーの環境整備に努め
ています。トイレや自室がわかるよう
名前など掲示しています。

できる限り施設感をなくし家庭的な雰
囲気になるよう、手作り品をフロアー
に置いてあります。光はまぶしいと言
われる方がいるので明かり過ぎないよ
う気をつけて調整しています。

フロアーにはソファーを置いてあり誰
でも座ることができます。台所の側に
あるので職員との会話が弾みます。
又、３人掛けなので１人になることは
なく過ごしています。

日に何回も電話することもありますが
家族の了解を得ており、本人が安心で
きるよう応答をお願いしてあります。
家族や友人からの手紙を良く読んでい
ます。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　幸園

たんぽぽ

 事業所名

 ユニット名
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グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

入居状況、事故報告、評価報告等、さ
まざまな報告を行い、実態を理解して
いただいております。その際、委員の
方から意見、情報を頂きながら改善、
向上に努めております。

グループホーム部会において直面して
いる課題や要望をアンケートにしてま
とめ、市に働きかけを行っておりま
す。

開かれたホームをめざしてボランテァ
の導入に努めております。また、日々
の買い物で顔なじみになり、声をかけ
ていただいたり、保育園児との交流を
実施したり、自治会の文化祭に入居者
の作品を出品したりしております。

　

事業所として外部に向けての特別な活
動は行っていませんが、見学の方から
の相談に応じております。また、研修
生受け入れのさいは、少人数の受け入
れを心がけ入居者の混乱がないように
しています。

その人らしく穏やかに生活できる環境
づくり。そのために「止めない介護」
をﾎｰﾑの理念としています。本人の思い
や行動を止められることは混乱や不安
を増大させてしまうと考え、できる限
りとめない対応で入所者の安心、安全
に努めています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

市高齢協主催の研修や市民講習に出席
した方から資料を頂き学習するが、管
理者が担当して個々の対応は行うよう
にしています。制度は複雑なので今後
も学んでいきたいと思います。

見学時から料金の説明、受診につい
て、ケアー方針、生活上のリスクにつ
いてなど、細かい説明を行い納得して
いただくようにしています。解約にい
たる心体状態が発生した場合は、その
後の受け入れ先を納得していただくよ
う努めています。

面会時のコミュニケーションを大切に
し、要望や意見等話しやすい雰囲気を
作っています。又家族会、行事後のお
茶会のときに、家族交流を行いその中
で不満等ないか聞き出すようにしてい
ます。

言葉の拘束と合わせて言葉かけによる
虐待はないのか、訴えに対してしっか
り対応できているか、無理に食事をす
すめていないか等職員間で意識しミー
テイングで話し合っています。

拘束委員会を設けており定期的に、問
題提起、確認、振り返りを行い拘束に
ついての認識を職員が持っています。
玄関の施錠は行動が激しい時以外は開
錠しており、言葉の拘束についても常
に話し合っております。

株式会社フィールズ



グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

ご家族、ケアマネージャー、通所職員
等から普段の心身状態を収集し本人に
安心感を持っていただけるようアット
ﾎｰﾑ作りをしています。

市内にグループホーム部会、連絡会が
あり事例検討や情報交換、施設相互訪
問等を実施しております。他施設の良
いところ、又自施設の良い点を確認し
合い日々向上を目指しております。

市高齢協主催、居宅事業所主催、認知
症疾患医療センター主催等多くの研修
に新人、現任職員が参加して研鑽して
おります。それらが、日々の介護に活
かされる様努めております。

代表者が直接ユニットに出向くことは
少ないのが現状ですが、職員からの意
見等は管理者が対応し、代表者に報告
を行っています。

職員の資格取得を促し、ステップアッ
プできる環境づくりを心がけておりま
す。また、健康診断は年２回実施され
ており心身の健康に配慮し、職員との
コミュニケーションを図っています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

これまで通っていた美容院へ行かれた
り、季節ごとの挨拶状、贈り物のお礼
状、電話でのお礼を必ず行い関係が続
くよう支援しています。

本人の出来ることを把握し、一緒に行
いながら今までの生活の様子を聞いた
り、他の入居の方との共通点を見つけ
出し仲良くなっていただくなど、職
員、入居者がともに生活していく仲間
であることをわかっていただけること
を目指しています。

面会時に近況報告をし、ご家族からの
協力を頂きながら共に入居の方を支え
ていきたいと考えております。ご家族
と散歩に出かけたり、外食に出たりさ
れる光景が良くあります。

在宅で生活できなくなった状態を詳し
く拝聴し、ご家族としてどのような心
情でｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑへの入居を決意されたの
かを理解しようと努めます。その上で
当ﾎｰﾑでできること、要望等を具体的に
はなし理解を頂いております。

サービス開始時は特に馴染んで生活で
きるかが心配なことと捉え、家族や友
人の面会を多くお願いしたり、一緒の
外出をしたりしてここは安心して過ご
せる場所であることを感じていただけ
るよう努めております。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

昼寝をしたり、ベランダに出て歩いた
り、好きなテレビを見たりすることが
日々の中でわかってくるので本人のこ
だわりは大切にしております。その中
でもできることを把握し無理のない様
手伝っていただく事も多くあります。

１人での生活で不安が多かったかたは
ここで仲間と美味しいご飯が食べられ
て良かったと毎回いわれます。また、
家族のことが心配だ訴える方には、電
話をかけて家族の声を聴いて安心して
いただくようにしています。

入居前の事前調査で生活歴を記入して
いただきますが、入居後も本人の話と
照らし合わせながら家族からの情報を
頂いています。家族が話したがらない
様子の場合はそれ以上の介入はしない
よう心がけています。

隣接する特別養護老人ホームへ入所さ
れたり、入院のため退所された方への
面会を行っています。退所されたご家
族からもその後の様子など報告を頂く
こともあります。

話せる相手など入居者が自分で判断し
て自然に一緒にいることが多いです。
テーブルの席や外出時など話が合う方
と楽しく過ごせるよう心がけていま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

毎月、地域のボランテアの方が来園し
趣味活動を行っています。また、自治
会の文化祭に作品を展示したり、保育
園児との交流を行い入居者の笑顔を見
ることができます。

入居前のかかりつけ医を継続していた
だいております。状態変化がある場合
には、連絡表で報告し、対応の指示を
頂いております。受診が困難になった
場合には往診診療を勧めています。

生活状況表を用い個々の行動、食事、
水分量、排泄、入浴の実施、訴えた内
容、ケアプランに沿った介護の実践の
有無を記録して職員、又はご家族が共
有できるようになっています。

本人、ご家族の状況に応じて往診診
療、往診歯科等の紹介を行いご家族の
負担軽減を支援しています。

本人には日々の中で、家族には面会時
に要望を聞き原則三ヶ月ごとの見直し
を行っています。ただし状態の変化に
伴いその限りではありません。職員全
員参加のもとカンファレンスを行い介
護計画を作成。ご家族の了解を得てお
ります。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

火災、地震を想定してユニット内で月
１回をめどに入居者と共に避難訓練を
行っています。また、消防署立会いの
もと避難、消火等の指導を頂き、他事
業所からの応援を得て実施していま
す。少量ながら食料の備蓄をしていま
す。

入居時に看取りは行っていないことを
説明し、理解をいただいています。重
度化に備え受け入れ先として法人の特
別養護老人ホームへの申し込みを促し
ておりその時期については家族、特養
相談員と早めに検討を行っています。

急変、緊急時のマニュアルがあり、ユ
ニット会議において手順等話し合って
おります。日々の生活の中で転倒、急
変は、発生しており、ほぼ全員が対応
できております。

職場内に看護師はおりませんが、日常
で身体変化が発生した場合には身体状
況表に記録し受診時に医師に伝えてお
ります。

入院の際は必ず面会を行い状態把握に
努めております。ご家族との連絡も大
切にし、退院後の過ごし方を話し合っ
ています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

入居の方の好みを把握し献立をたてま
す。毎日食料の買出しに行き果物など
選んでいただきます。盛り付け,食材切
り、片づけなど手伝っていただいてま
す。又、職員は同じテーブルにつき一
緒に食べています。

一日の流れはおおよそ決まっています
が個々の過ごし方は自由になっていま
す。職員の都合で決定しないようにし
ています。昼寝をする方やテレビを見
る方もいます。又入浴も本人が拒否し
た場合は翌日に声かけを行うようにし
ています。

自身で洋服を選択し日に何度も着替え
られる方もおりますが、季節感が判ら
ない方には職員が声かけをしながら支
援しています。男性には髭そりの声か
けをしています。

認知症対応の基本であるため、日々の
介護の中で言葉かけや対応が丁寧にで
きているかなど、職員同士が気づいた
ら注意し、ユニット会議においても常
に入居者本位の対応が出来るよう話し
合っています。

本人から電話を家族にかけたい、買い
物に行きたいなどの訴えがあったとき
は実施しています。また、散歩、体操
などの参加は無理強いせず入居者が決
める環境をつくっています。

株式会社フィールズ



グループホーム　幸園

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

排便チエックを行い排便情況を確認し
ています。便秘がちの方には、飲み
物、食べ物で自然排便できるよう工夫
しながら提供しています。

声かけをし断った時は無理強いせず、
時間をおいて再度誘ったり、後日にし
たりし本人の意志を優先しています。
また、介助を嫌がる方には様子を見な
がらドアのそとで観察しています。

自分でできる方には声かけし、できな
い方には毎食後誘導しながら口腔ケア
を実施しています。入床時には義歯状
態を確認し、洗浄をおこなっていま
す。定期的に歯科受診を家族と相談し
ながら行っています。

行動、しぐさで察知して誘導したり、
時間で誘導してトイレでの排尿を促し
ています。昼間と夜間でパットの形態
を変えたり、布パンツとパットの併用
で対応したりしてトイレに行くことを
意識できる支援をしています。

食事量、水分量は個々の状況表に都度
記録しており職員、家族が常に確認で
きています。入居者に合わせた分量や
形態で提供しております。

株式会社フィールズ
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

現金を持つことができる方は一名で
す。所持することで安心される方もお
り、必要な物は預かり金で購入し家族
に確認を頂いております。

その人にできる事を把握し、編み物、
パズル、貼り絵等の余暇活動を楽し
み、洗濯物干し、食器拭き、掃除など
の家事的な仕事も分担して行っていま
す。

「止めない介護」をスローガンとして
いますので外出希望のある方は職員同
行にて出かけるよう周知をしておりま
す。月に一度は外出レクを実施し楽し
んでいます。

昼間、自ら体調に合わせて休息する方
が数名おります。ほぼ全員の方が夜間
は良眠されており、眠剤の利用者はお
りません。

処方箋を近くに置き、いつでも確認で
きるようにしています。手渡しし飲み
込むまでの確認を必ず行うことを徹底
しています。高齢者の薬の基礎知識の
研修会に出席し研鑽しています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

家具は持ち込みになっているため、入
居時に家族と相談して使い慣れた物を
居室に置くようにしています。家族の
写真を置いたりしてその人らしい部屋
作りをしています。

つまずきなどが生じる可能性があるた
め、居室、フロアーの環境整備に努め
ています。居室の表札、トイレマーク
など迷うことなく生活でくるよう工夫
しています。

できる限り施設感をなくし家庭的な雰
囲気になるよう、手作り品をフロアー
に置いてあります。光はまぶしいと言
われる方がいるので明かり過ぎないよ
う気をつけて調整しています。

フロアーにはソファーを置いてあり誰
でも座ることができます。食席も自由
に選べるため話が合う方は自然に一緒
にいる光景がみられます。

季節の挨拶状や絵手紙など出すように
しています。また、頂き物などのお礼
の際には本人と話ができるよう電話取
次ぎの支援をしています。
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　（別紙４（２）） 事業所名　グループホーム幸園

目標達成計画 作成日：　平成２５年２月１９日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

入所者の身体機能低下や職員数にゆとりがな
いため外部行事へ参加」することが数年できて
いなかった。

自治会、近隣小学校、幼稚園の運動会等の行
事への参加を積極的におこなっていき、施設外
の方々との交流を図っていく。

自治会の行事は運営推進委員会で確認し、幼稚
園、小学校等の運動会は、ホームページで早くに実
施日を把握し職員数を確保しる。近隣の保育園と
は、今までどうり頻回に交流を行っていく。

12ヶ月

2 4

部会、推進委員会等で情報発信はできている
が、もう一歩前に進むことが必要と思われる。

認知症介護を地域に発信していきたい。 法人内にある地域包括支援センターと蜜に情報交
換し地域ケアー会議等で認知症ケアを在宅に活か
していけるようする。 12ヶ月

3

4

5

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


